





































































































































































































































































































































































































になり受講生の人数が 30 名（15 名× 2）になるので、
十分に創作表現ができる教室として、保育実習室を使
用し、下図（写真 7）のように環境を構成した。受講


































































































C 11 場面　ばちっ !　茶　赤紫　朱　黄　白
12 場面　　　　  　紫　黄　橙　薄桃　黄緑黄赤























































































































・ 4 歳児 20 名にプレイクロスを一人ずつ渡して「も
ぐもぐ」の部分を一
緒にやってみる
必要なもの :ビニールボールの赤 /ブレイクロス 20 枚















































 6 場面　もぐもぐ　 ブレイクロスを子どもに配る
→子どもに食べさせてもらう
必要なもの :赤い風船数個、金銀の折り紙を数枚追加 
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